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９
月
５
日
か
ら
１３
日
ま

で
、
代
々
木
第
２
体
育
館
ほ

か
で
、
秋
季
関
東
学
生
卓
球

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
女
子

が
１３
年
ぶ
り
と
な
る
リ
ー
グ

制
覇
を
果
た
し
た
。

初
戦
の
東
京
富
士
大
戦
は

リ
ズ
ム
に
乗
れ
ず
１
―
４
で

勝
ち
点
を
取
ら
れ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
２
戦
目
の
大

正
大
に
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
、

４
―
３
で
勝
利
し
、
こ
こ
か

ら
勢
い
に
乗
る
。
順
調
に
白

星
を
重
ね
、
５
戦
目
に
は
春

季
リ
ー
グ
戦
を
制
し
た
中
央

大
と
互
角
の
戦
い
を
繰
り
広

げ
、
最
後
は
天
野
友
未
主
将

（
文
４
・
日
南
学
園
高
）
が

ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
試
合
を

決
め
た
。
６
戦
目
で
早
大
に

敗
れ
た
も
の
の
、
最
終
戦
で

淑
徳
大
に
勝
利
。
５
勝
２
敗

で
４
校
が
並
ん
だ
が
、
４
校

の
対
戦
成
績
（
勝
率
）
の
結

果
、
専
大
の
優
勝
が
決
ま
っ

た
。個

人
で
は
、
原
ち
ひ
ろ（
文

３
・
青
森
山
田
高
）
が
殊
勲

賞
を
受
賞
し
た
。

今
季
で
引
退
す
る
天
野
は

「
最
後
ま
で
優
勝
で
き
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
初

戦
に
負
け
て
し
ま
い
、
み
ん

な
落
ち
込
ん
で
い
た
が
、
試

合
後
に
監
督
と
一
緒
に
ど
こ

が
悪
い
か
を
話
し
合
っ
て
、

改
善
し
て
い
っ
た
。
今
ま
で

負
け
越
し
て
い
た
大
正
大
に

勝
っ
た
こ
と
で
勢
い
に
乗
れ

た
」
と
話
し
、
最
高
の
結
果

を
残
し
て
、
後
輩
に
チ
ー
ム

を
託
し
た
。

男
子
は
、
４
勝
３
敗
で
４

位
と
な
り
、
昨
年
の
６
位
か

ら
順
位
を
上
げ
た
。
個
人
で

は
、
田
中
健
奨
（
商
３
・
滝

川
第
二
高
）
が
春
季
リ
ー
グ

戦
に
続
き
、
敢
闘
賞
を
受
賞

し
た
。

（
橋
本

里
恵
・
文
２
∥

写
真
も
）

関
東
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

選
手
権
が
９
月
２６
日
か
ら
３０

日
ま
で
、
駒
沢
公
園
屋
内
球

技
場
で
行
わ
れ
、
専
大
は
女

子
サ
ー
ブ
ル
団
体
で
優
勝
を

果
た
し
た
。

決
勝
戦
で
は
春
季
リ
ー
グ

戦
準
優
勝
の
早
大
を
相
手

に
、
中
盤
ま
で
押
さ
れ
て
い

た
が
、
終
盤
に
追
い
上
げ
を

見
せ
、
４４
―
４４
と
同
点
に
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
た
方

が
優
勝
と
い
う
も
つ
れ
に
も

つ
れ
た
試
合
で
、
竹
田
悠
里

（
経
済
３
・
米
沢
東
高
）
が

最
後
に
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ

て
、
こ
の
白
熱
し
た
戦
い
に

終
止
符
を
打
っ
た
。

竹
田
は
「
何
を
し
よ
う
か

と
迷
っ
て
い
た
が
、
思
い
切

り
い
こ
う
と
思
い
、
迷
い
を

振
り
切
っ
た
」
と
そ
の
時
の

心
境
を
振
り
返
り
、
「
緊
張

し
た
が
チ
ー
ム
の
声
援
も
あ

り
、
冷
静
に
な
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
は
と
に
か
く
う
れ

し
い
」
と
優
勝
の
喜
び
を
述

べ
た
。

全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権

に
向
け
て
「
今
回
の
よ
う
に

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
優

勝
を
狙
っ
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

ま
た
、
男
子
は
エ
ペ
、
サ

ー
ブ
ル
団
体
で
と
も
に
３
位

に
入
る
な
ど
、
今
大
会
で
は

チ
ー
ム
と
し
て
の
活
躍
が
目

立
っ
た
。

女
子
の
関
東
大
学
テ
ニ
ス

リ
ー
グ
戦
が
９
月
７
日
か
ら

１５
日
ま
で
、
有
明
テ
ニ
ス
の

森
で
行
わ
れ
た
。
２
年
連
続

で
準
優
勝
し
て
お
り
、
今
年

こ
そ
早
大
を
破
っ
て
優
勝
し

た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
結

果
は
３
位
。
全
日
本
大
学
対

抗
王
座
決
定
試
合
（
以
下
、

王
座
）の
出
場
権
も
逃
し
た
。

第
３
戦
ま
で
は
順
調
に
勝

ち
星
を
挙
げ
て
い
っ
た
専

大
。
し
か
し
第
４
戦
で
亜
大

き
ん

さ

に
３
―
４
の
僅
差
で
敗
れ
る

と
、
早
大
と
の
最
終
戦
も
落

と
し
て
し
ま
う
。
最
終
成
績

は
２
位
亜
大
に
一
歩
及
ば
な

い
３
勝
２
敗
。
惜
し
く
も
上

位
２
大
学
に
出
場
権
の
あ
る

「
王
座
」
に
駒
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
、
男
子
は
初
戦
で
上

武
大
に
敗
れ
た
も
の
の
、
そ

の
後
は
全
勝
。
２
部
リ
ー
グ

１
位
と
な
り
、
１
部
６
位
の

亜
大
と
の
入
れ
替
え
戦
に
進

ん
だ
。
１
部
復
帰
に
期
待
が

か
か
っ
た
が
、
３
―
６
で
敗

退
。
今
年
も
１
部
に
は
、
わ

ず
か
に
手
が
届
か
な
か
っ

た
。（

川
村

真
樹
・
人
間
科

学
２
）

全
日
本
選
手
権
（
９
月
８

～
１１
日
、
代
々
木
第
一
体
育

館
）
で
は
、
女
子
サ
ー
ブ
ル

で
鈴
木
莉
奈
（
商
１
・
聖
霊

女
子
短
大
付
高
）
が
１０
位
と

な
っ
た
。

今
大
会
か
ら
出
場
者
が
増

加
と
な
り
、
専
大
か
ら
も
多

く
の
選
手
が
出
場
し
た
が
、

な
か
な
か
ベ
ス
ト
１６
の
壁
を

越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
中
、
鈴
木
が
１

年
次
生
な
が
ら
、
専
大
勢
で

唯
一
ベ
ス
ト
１６
入
り
し
た
。

な
お
、
同
大
会
で
は
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
が

目
立
っ
た
。
男
子
エ
ペ
で
奥

雄
さ
ん
（
平
１３
法
∥
警
視

庁
）
が
２
年
ぶ
り
に
優
勝
し

た
。（

青
木

宏
平
・
経
営
２

∥
写
真
も
）

日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

選
手
権
が
、
９
月
８
日
か
ら

１２
日
ま
で
、
石
川
県
小
松
市

の
木
場
潟
漕
艇
場
で
開
催
さ

れ
た
。
漕
艇
部
の
土
屋
陽
主

将
（
経
営
４
・
東
郷
高
）・
菊

地
純
一
（
商
４
・
安
達
高
）

・
上
中
宙
士
（
経
営
３
・
久

美
浜
高
）
・
三
浦
翔
太
（
商

２
・
安
達
高
）
組
が
カ
ヤ
ッ

ク
フ
ォ
ア
（
Ｋ
―
４
）
２
０

０
㍍
で
２
位
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
組
は
５
０
０

㍍
、
１
０
０
０
㍍
の
２
種
目

で
も
３
位
、
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア

（
Ｋ
―
２
）
１
０
０
０
㍍
で

も
上
中
・
三
浦
組
が
３
位

と
、
各
種
目
で
上
位
に
入
賞

し
た
。

三
浦
は
「
個
人
的
に
は
ペ

ア
で
メ
ダ
ル
を
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
て

良
か
っ
た
。

今
シ
ー
ズ
ン

は
大
会
を
重

ね

る

ご

と

に
、
感
覚
を

つ
か
み
、
調

子
が
良
く
な

っ
て
き
た
。

来
年
は
も
う

少
し
考
え
て

調
整
し
、
万

全
の
状
態
で

臨
み
た
い
」

と
今
季
を
振

り
返
っ
た
。

体
育
会
本
部
情
宣
局

（
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集

部
）
で
は
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
第
６
号
を
発

行
し
た
。

同
誌
は
表
紙
デ
ザ

イ
ン
か
ら
記
事
執

筆
、
編
集
ま
で
す
べ

て
部
員
た
ち
が
制

作
。０８
年
３
月
に
創
刊
し
、

年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
発
刊

し
て
い
る
。
今
号
の
テ
ー

マ
は
「ｍ

o
v
e
o
n
!

」。

東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
関
連
校
・
石
巻
専
修

大
学
に
部
員
た
ち
が
足
を

運
び
、
同
大
の
体
育
会
を

取
材
。
選
手
た
ち
の
前
向

き
な
気
持
ち
を
お
届
け
す

る
。ほ

か
に
も
表
紙
を
飾
っ

た
ス
キ
ー
部
の
清
水
亜
久

里
（
商
２
・
新
井
高
）
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
漕
艇
部

特
集
に
加
え
、
恒
例
の
Ｏ

Ｂ
特
集
で
は
陸
上
競
技
部

Ｏ
Ｂ
で
、
エ
ー
ス
と
し
て

箱
根
駅
伝
に
出
場
し
た
座

間
紅
袮
さ
ん
（
平
２０

商
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
掲
載
し
て
い

る
。同

誌
は
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
ラ
ッ
ク
で
無

料
配
布
中
。
詳
し
く

は
専
大
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ

ブ
、
ま
た
は
学
内
ポ
ス
タ

ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
吉
崎

宇
忠
・
商
１
）

９
月
１３
、
１４
の
両
日
、
埼

玉
県
の
こ
だ
ま
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
で
、
関
東
大
学
秋
季
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、

専
大
は
３
位
と
な
っ
た
。

今
大
会
は

出

場

８

人

中
、
上
位
７

人
の
ト
ー
タ

ル
ス
コ
ア
で

順
位
が
決
ま

る
。
専
大
は

主
力
が
安
定

し
た
力
を
見

せ
、
初
日
、

２
日
目
と
も

５
０
７
の
ト

ー
タ
ル
１
０

１
４
を
マ
ー
ク
し
た
。

白
水
将
司
主
将
（
商
４
・

柳
川
高
）
は
「
最
近
で
は
な

い
順
位
だ
っ
た
の
で
、
チ
ー

ム
と
し
て
は
良
い
結
果
だ
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

ま
た
、こ
の
結
果
に
よ
り
、

信
夫
杯
争
奪
日
本
大
学
対
抗

戦
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

「
今
の
力
を
精
い
っ
ぱ
い

出
し
て
優
勝
を
目
指
す
」

と
、
白
水
主
将
は
同
大
会
へ

の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

（
溝
井

智
大
・
文
２
）

卓
球
・
秋
季
関
東
学
生
リ
ー
グ
戦

「
専
Ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」第
６
号
を
発
行

▲ ２部を制した

男子メンバー

女
子

１３
年
ぶ
り
の
優
勝

石
巻
専
修
大
学
体
育
会
を
訪
問
、

ス
キ
ー
部
・
清
水
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

原
が
殊
勲
賞
を
受
賞

女子３位で〝王座〟出場逃す

▲ チームをけん引した原は殊勲賞を受賞

男子は２部で優勝

テニス・関東大学リーグ戦

学
内
ラ
ッ
ク
で
無
料
配
布
中

漕
艇
・
日
本
カ
ヌ
ー

ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権

▲ 信夫杯での活躍が期待される男子部員

たち（写真提供＝関東学生ゴルフ連盟）

「
Ｋ
―
４
」２
０
０

２
位

女
子
サ
ー
ブ
ル
団
体
優
勝

№

３
０
７

男
子
は
２
種
目

と
も
団
体
３
位

▲ 優勝を決めた竹田

フェンシング・関東学生選手権

▲ ３種目で入賞したＫー４（左から

土屋、上中、菊地、三浦）

ゴルフ・関東大学

秋季Ａブロック対抗戦

３位で信夫杯

出場権を獲得

全
日
本
選
手
権

女
子
サ
ー
ブ
ル
で

鈴
木
が
１０
位
に
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